







【Open Access Week. October 21-27, 2013】
学術情報のオープンアクセス化を推進する International Open Access Weekが10月21
日～27日にかけて全世界でおこなわれます。今年のテーマは Redefining Impact です。
Impact といえば、学術雑誌を評価する指標であるImpact Factor が有名ですが、資料の電
子化に伴い、最近は「論文」単位で Impact が評価できないか、ということが考えられてお
り、新たな指標を模索する動きがあります。このような新たな指標として提案されているのが、
Altmetric, ImpactStory といったものです。Twitter や Facebookなどオンライン上の様々な
システムで言及された回数を Impact と考え、それらのデータをもとにした指標をつくっていこ
うというものです。このような新たな動向には注目していく必要がありそうです。
Open Access Weekには、世界各国で、そして日本でも Open Access を推進していくた
めの行事がおこなわれます。具体的には、機関リポジトリの構築を普及・推進していくための
活動がおこなわれます。本学においてもポスターの掲示などをおこなっていく予定です。
「機関リポジトリ」は、電子ファイルのための書庫です。大学の教育・研究・診療など様々な
成果を電子ファイルとして蓄積し、学内外に広く公開しています。電子ファイルですので、必
ずしも文字・論文資料に限られているわけではありません。実験データや画像ファイルも登
録することができます。
本学の機関リポジトリ「びわ庫」は、2007年4月に試験公開、2008年4月に一般公開した
後、順調に登録数を伸ばし、2013年9月末で2,216件に達しています。利用回数も伸びてお
り、電子ファイルのダウンロード数は2013年1月から9月までの間に60,000回を超えていま
す。
今年度は科学研究費報告書の登録に力を入れています。
附属図書館では公開可能な電子ファイルのご提供をいつでも受け付けています。
増刊号
機関リポジトリに収録されている
電子ファイルのほぼ半数は紀要論
文ですが、次いで学術雑誌論文が
多く登録されています。
３番目に多いものは「データ（実験
データや画像など）」です。機関リポ
ジトリは電子ファイルの書庫ですの
で、収録対象は論文（文字資料）に
限られているわけではありません。
４番目に多いのが学位論文です。
学位規則の改正で平成25年4月以
降に学位授与の対象となった学位
論文は原則として機関リポジトリに
登録する必要があります。
編集・発行 滋賀医科大学附属図書館 http://www.shiga-med.ac.jp/library/index.html
日本国内の機関リポジトリに登録されている電子ファイルの総数は2007年以降、順調に増
加しており、2013年9月末時点で120万件を超えています。
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